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第　１　講　演
参議院議員 前厚生労働副大臣　大　塚　耕　平
　ご紹介をいただきました大塚耕平でございます。今日は大変貴重な機会をいただきましたことに
御礼を申し上げます。また日独交流150周年ということで、こうした意義深い企画を運営しておら
れます関係者の皆さんに心から敬意を表させていただきます。
　今ご紹介いただきましたように、８月末まで厚生労働省の副大臣を務めていましたことからお招
きをいただきましたが、そのことに加えまして、私自身早稲田には学部と大学院で９年間、客員と
して６年目になりますので、15年も早稲田にかかわらせていただいている立場の者として、今日は
喜んでお伺いさせていただきました。
　時間は20分いただいています。今日は学生の皆さんも多数おいでになっているようですので、直
接の論点に入る前に、私自身が社会保障の歴史をどのようにとらえているかということも少しお話
しさせていただきます。
　開会式のアイルリッヒさんのご挨拶の中で、ドイツの社会保障の歴史について少しご紹介があり
ました。私も大学院時代も含めて、あるいは今の職業、国会議員としての仕事柄、社会保障の歴史
にはいろいろ興味を持っていますが、今日は土田先生を初め専門家の皆様方がいらっしゃいますの
で、あくまで私の認識として聞いていただきたいと思います。
　もともとイギリスが産業革命により世界の大国としてヨーロッパの中で先頭を走っていた時代
に、イギリスにおいては社会保障制度はありませんでした。つまり、自然発生的にギルドやマイス
ターの皆さんの中でお互いに支え合うというような共助の組織はでき上がりましたが、いわゆる近
代的な社会保障制度はなかったと理解しています。そこに今日いらっしゃっていますアイルリッヒ
さんを初めドイツの皆さんは、当時はプロイセンですが、イギリスの産業あるいは近代国家として
のイギリスをどのようにキャッチアップするか、そのキャッチアップするための一つの政策的工夫
として、働く皆さん、労働者の皆さん、あるいはその家族が病気になったとき、あるいは事故に遭っ
たときに心配しなくてもいいような仕組みを工夫することによって、いわばイギリスをキャッチ
アップする体制を構築していった、そういう面があるのではないかと個人的には思っています。
　したがって、近代国家において最初に社会保障制度を構築したのがプロイセン、ドイツであり、
そのときのドイツの首相がビスマルク首相であるということは皆さんもよくご承知のことと思いま
す。したがって、本来先に工業国家、あるいは被用者を中心とした、つまり雇用される労働者を中
心とした社会を構築していったイギリスで生まれたのではなくて、それをキャッチアップするドイ
ツでこの社会保障制度が確立され、イギリスはドイツを追いかける形で、1940年代に入ってからビ
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バレッジ報告をつくり今日につながっている。私自身はそういう認識でいますので、社会保障制度
はその時々の時代背景やその国の置かれている立場によって、いろいろな定義づけができる面があ
ると思っています。
　翻って我が国は、明治維新になって急速な近代化をする中で、ドイツを参考に社会保障制度が徐々
にできていった、あるいは自然発生的に企業内の福祉が充実をしていったわけですが、私の理解で
は日本で最初に企業内社会保障制度、企業内福祉を確立したのは鐘淵紡績という企業だったと理解
しています。そして戦後は国家がつかさどる社会保障制度へと発展をしていった。そういう中でや
がて国民皆保険、国民皆年金を目指し、そして今日に至っていると理解しています。
　今言ったような過去からの経緯あるいは時代背景も十分にご理解いただくことが、現在の社会保
障制度の問題は何かということをお考えいただいたり、あるいはこれからの社会保障制度はどうあ
るべきかということをお考えいただく際にも非常に重要なポイントだと思っていますので、冒頭５
分ほどいただいて私自身の認識をお話しさせていただきました。
　さて、今日はパワーポイントのスライドを３～４枚ほど用意しています。皆さんのお手元にも恐
らくプリントアウトされたものがあると思いますので、最初のスライドを見ていただけますか。
（シート２）
　私が早稲田大学の学部を卒業したのは1983年と随分昔になりますが、今日会場をお見受けすると
私と同世代の方も結構いらっしゃっていますが、かなりのウエイトは今の学生さんたちのように思
います。私が学生で社会人になろうとしたころには、私の記憶によると、非正規労働者という言葉
すらほとんど使われていませんでした。つまり特に大学を卒業してこれから就職をしようというと
きには、当然みんな正社員、正規雇用を前提とした就職活動をしているので、そのときに正規・非
正規という区別を意識しながら就職活動をしていたかというと、そういう記憶は全くありません。
まだ30年たっていませんが、たった30年に満たない期間に社会の変化がかなり起きていることも、
特に今の学生さんたちにはまずご理解いただく必要があると思います。
　どのように変化をしてきたか。このグラフを見ていただくと、上の黄色いところが非正規雇用で
す。私が卒業したのが1983年ですから、その当時からもちろん非正規雇用というのはあったわけで
すが、社会全体として非正規雇用が認識されていたかというと、余り認識されていませんでした。
ところが1990年、この90年代に非正規雇用がだんだん認識されるようになりました。なぜそうなっ
たかというと、これも相当な世代間ギャップがありますが、90年の頃にバブル経済が日本で起こり、
そして破綻しました。その結果、そのバブル経済に至る過程では就職活動は非常にスムーズで、働
く先を見つけるのに困らない時代でしたが、しかしバブルが崩壊した後の大変厳しい経済状況の中
で、それまでの企業をやめたり、あるいはやめた後になかなか常用雇用、正規雇用として再就職が
できない、あるいは新卒でもそういう形で就職できない方々が徐々に増え始めた。そして2000年代
に入って今度は日本がアジアで唯一の経済大国、そして世界でいわば経済的地位を保障された立場
にある輸出立国として、安定的なポジションを得られる時代ではだんだんなくなってきました。そ
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のため、2000年代になりますと、労働法制を改正し、社員と派遣労働や非正規雇用として企業や産
業セクターが利用しやすい形に変わっていきました。そうした中で、だんだんと非正規雇用のウエ
イトが増えて今日に至っています。
　90年代は経済の状況、そして2000年代は経済の状況に加えて雇用する側、企業側の考え方、視点
をベースにご説明しましたが、もちろん労働者、働く皆さんの側にもいろいろな要因がありました。
特に90年代は、最近では余り言わなくなりましたが、フリーターという言葉がはやり始めました。
フリーターという言葉も、私の世代が大学を卒業する頃には存在しなかった言葉です。しかし90年
代、特にバブルの余韻が残り、まだそんなに日本が深刻な不景気になるという意識のない頃に、や
はり大学を卒業しても学校を卒業しても自由な立場で仕事がしたいという意味合いも込めて、労働
者側のニーズとしてフリーターというコンセプトも普及してきた。そういう要因もあることはご理
解いただきたいと思います。つまり雇用する側、雇用される側、双方の要因に加えて、経済環境そ
して諸外国との競争関係などの影響を受けて、非正規労働者が非常に大きなウエイトを占めるよう
になってきたというのが今日の姿です。
　同時に、先ほど国民皆年金、国民皆保険と申しましたが、1960年代に日本はそういう形になって
いきましたが、そうなってから半世紀もたたないうちに、やはり常用雇用、正規雇用を前提とした
国民年金、国民皆保険は、社会の構造変化に伴って制度そのものが対応できなくなってきている。
したがって今、これからの時代にどういう制度で臨むべきかという局面にあるということをご理解
をいただきたいと思います。
　次のスライドに行ってください。（シート３）
　これはちょっと細かくて恐縮です。若い学生さんたちはお手元の資料で読めると思いますが、私
も最近老眼なのでだんだん細かい字が読めなくなっています。非正規労働の皆さんの医療や年金が
どうなっているか。これは１日または１週間の所定労働時間、１カ月の所定労働日数が、それぞれ
の事業所において、同種の業務に従事する通常の就労者、つまり正規労働者のおおむね４分の３以
上であるかどうかということを基準に、正規・非正規の対応の違いがあります。４分の３以上であ
れば正規の方とほぼ同様の対応になっていきます。しかし４分の３未満の場合には、例えば被用者
年金制度の被保険者の配偶者でない方はこちらに行き、配偶者である方は、その方がパートやいろ
いろなことで働いているときに年間収入が130万円以上であるかどうか、この辺は税法との関係も
出てくるわけですが、そのことによって130万円以上であればこちらのパスに入りますし、130万円
未満であればこちらのパスに入っていくというような、お立場と収入の違い、働き方の違いによっ
て対応が分かれるような社会保障制度になっています。
　しかし、この枠組み自体が先ほどいったように常用雇用を前提として、しかもモデル世帯はご夫
婦で奥さんは専業主婦でお子さんが２人というような、1960年代から70年の非常に典型的な社会像
を前提に構築された仕組みの延長線上にありますので、だんだんこれが社会の実情に合わなくなっ
てきているということも、今この社会保障制度を改革しなければならない理由の一つです。そして
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その社会が変化している中の出来事の一つが、非正規労働が増えているということです。
　次のスライドをお願いします。（シート４）
　先の政府の原案の中で、どういう方々をどのようにしようとお示ししたか。週に大体20時間ぐら
い働く方、30時間ぐらい働く方、どのぐらいの人数の方がいらっしゃるかというと、非正規労働全
体で1,700～1,800万ぐらいと言われていますが、20時間未満の方がこのぐらい、30時間ぐらいの方
がこのぐらい。40時間が正規労働の労働時間だとすると、この前のスライドでご覧に入れたように、
正規の４分の３の時間を働いている方々は正規と大体同様の対応になりますから、30時間以上働い
ている方々はそういうことになります。しかし、30時間未満の方々でも、たまたま働き方の違いで
そうなっているわけですが、実際はやはり社会保障制度のセーフティーネットの中にしっかり包含
をしていく必要があるのではないかということで、今回はこのあたりの皆さんを今の社会保障制度、
厚生年金や健康保険の中に組み込んでいくことを念頭に置いた原案をお示ししました。
　ここは学生の皆さんにはメモしておいていただきたいのですが、社会保障制度といったときに大
きくは四つあります。年金、医療、介護、雇用、この四つの保険料を皆さんも就職すると払うこと
になります。現行はそうなっていますが、そのうち雇用保険は、正規雇用の皆さんと同じ扱いをさ
れる皆さんは、１週間の所定労働時間が20時間以上の方々はそういう対応になっていますので、つ
まり雇用保険はここで切られていますが、医療保険と年金はここで切られている。今回はこの不整
合を統一するという意味もあります。
　非常に大ざっぱなご説明をさせていただきましたが、間もなく時間になりますので、そろそろ締
めに入らせていただきます。
　次のスライドに行く前に、この後、恐らくアイルリッヒさんがご説明されるための資料の２ペー
ジのところに、アイルリッヒさんがこれからお話しになるドイツにおける課題ということでお書き
いただいています。非正規労働者への対応策として、下のほうに黒いポツが三つありますが、その
下の二つ、つまり二つの結論を導くことができるということです。これからお話になりますので私
はここはあえて読みませんが、ここに書いてあるアイルリッヒさんがこれからお話しになる二つの
結論は、先ほど私もちらっと拝見しましたが、我が国も全く一緒です。全く同じ課題を抱えている
ことを皆さんにご理解いただきたいと思います。その上で最後のスライドをご説明します。（シー
ト５）
　一口に非正規労働者の皆さんに対する社会保障制度をどうするかというと、すごく現実的に、し
かも地に足のついた議論が行われるという印象を受けますが、しかし問題の本質は、非正規労働者
の皆さんが増えたから、それにどう対応するかということではないと私は思っています。そもそも
非正規労働者という働き方のカテゴライズがどのような社会的意味を持っているか、そもそも正規
と非正規という言葉自体が適切なのかどうか、ここは行政や政治側の大きな課題であると同時に、
今日はアカデミアの先生方もたくさんいらっしゃいますが、果たして正規と非正規という言い方を
続けていくことが社会全体にとっていいことなのか、悪いことなのか、こういう点もぜひご議論を
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いただく必要があると思います。
　加えて、もし正規・非正規という区別が適切でないとすれば、頭の体操としてお考えいただきた
いのですが、もし労働とは権利であると同時に国民の義務であると考えた場合、国民全員に正規と
しての就労の機会を与え、その与えた全員の勤労者でいわば国の付加価値、ＧＤＰによって生み出
される所得として支払い可能な企業の内部留保をシェアし合うことになると、これは一つの典型的
な社会主義です。つまり全員が正規労働として働けるような状況を生みだして、しかしそこで払え
る賃金は限りがあるわけですから、その賃金をその人数分でシェアし合うということになると、こ
れは非常に社会主義的な発想かもしれません。
　一方、働けるかどうか、そして幾ら所得をもらえるかどうかということも、個人個人の努力と能
力の問題であるという対極的な考え方があります。この両極端の考え方のどちらかを選択すること
はなかなか難しいわけですが、恐らく社会全体のコンセンサスとしては、その中間領域に何らかの
政策体系を求めていかなくてはいけない。そのことを労働環境が変わる中で今まさしく我々は模索
しているわけです。模索をした結果は、とりもなおさず今日熱心にこの企画にご参加いただいてい
る特に若い世代の皆さんのこれからに大きな影響を与えますので、今日はぜひいろいろとご質問を
いただきながら、皆さんの認識を深めていただくことをお願いしまして、私の冒頭の報告にかえさ
せていただきます。どうもご清聴ありがとうございました。（拍手）
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